
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































研 修 会 報 告
いようすぐに行動すべきだと思った。やるとやらな
いとでは予後が大きく変わると聞き、強く、やろう
と思った。骨が刺さることが恐かったけど、今まで
でゼロだったと聞いて、安心しました！
1）	 市民救助者は、成人の要救助者に対しては、胸骨
圧迫に人工呼吸を加えて「30回：2回」の割合で行
うとされているが、小児・乳児の場合には「15回：
2回」という比率が推奨されている。子どもは大人
に較べて、酸素の消費量が多いことから、子ども
には酸素の供給量を上げることが望ましいためで
ある。ただし1名の救助者によってこの比率で実
施された場合、胸骨圧迫の中断時間が多いため、
累積で考えると、圧迫によって生まれる血流量が
少なくなってしまう。そのため同比率によるCPR
は、救助者二人で圧迫と換気を分担した場合に限
り、血液の酸素化と組織への酸素化が有効に行え
るため、望ましいものとされている。
2）	 JRC	ガイドライン2015によれば、人工呼吸は訓練
を受けていない市民救助者は行わなくてよいとさ
れているが、本件で体育教師は市民救助者とは異
なること、小児の心停止、窒息、溺水、気道閉塞、
目撃がない心停止などの場合は、人工呼吸を組み
合わせた心肺蘇生を実施することが望ましいとさ
れていることなどから鑑み、本件では人工呼吸を
実施することが望ましかったのではないか。
（報告：南部さおり）
・	あいまいに覚えていた心肺蘇生法を改めて学び直す
ことができた。強く・早く・絶え間なくを徹底して、
迷ったら胸骨圧迫をしていくよう心がけていきま
す。自分ができるのはもちろん、人に教えることも
できるようにしていきます。
・	実際にペットボトルで胸骨圧迫の練習をしてみて、意
外と強く押すことが大切だと感じた。速さも重要視
されることに気づいた。倒れている人がいたら、迷わ
ずに胸骨圧迫として人助けができるようになりたいと
思った。呼吸の確認をし、しっかりと記録することを
忘れずに実践できるようにしたいと思った。教員は生
徒を守れるように知識を持つことが必要だと感じた。
・	音楽に合わせて2分間やるだけでもこんなに体中が
熱くなり汗をかくとは思わなかった。これをやるだ
けで救命率が二倍になると聞いて驚かされ、同時に
重要性を感じた。今回実習で音楽を流して少し明る
くやっていたが、実際の現場だとパニックになりう
まくできないのではと不安を感じたので、小中高で
もこういった実習を増やしていくべきだと思った。
・	自分が高校で電車通学をしている時、朝の電車で隣
の車両で心停止になった男性がいて、近くの男性た
ちが救命活動を素早くしていました。そんな風に自
分たちも素早くできるように練習を重ねて、いざと
いう時に手を伸ばして目の前の命をつなぎ止められ
るようにしたいです。
・	胸骨圧迫を行うとき、一人だけではなく多くの人が
必要であり、一人一人に救急救命の知識が必要だと
思った。自分自身が指導者になった際に今回の研修
会で聞いたような事態を起こさないよう、冷静な判
断で救命救急を行えるようになっておきたい。
・	人の命を必ず助けるため、自分が出来ることはたくさ
んあることを知った。小5の子でも人の命を救うこと
ができたのだから、誰でもできる。勇気さえあれば。
私自身、これから毎日を大切に生きようと思う。
・	1人で胸骨圧迫をするのは非常に疲れたため、とに
かく人をたくさん呼ぶことが大切だと分かった。倒
れた人がいると、人だかりができるだけで倒れた人
がそのままということをよく聞くので、そうならな
